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　　　　工nthis 　p．Lper ，　t！，e　胃：u もh 〔♪r　has　ti
’ied　七〇 　introduce 　an 　indepel｝Ue 【1t　pt’actical 　metl ユ〔〕d

for　obtaii ）ing　t！：e　
‘‘Flood呂 ble　length

”
　at　any 　point　of　the 工ength 　of　a 　ship ，　as 　de£ ned

in　the　Intert｝iしtional 　Con 、．・ention 　fo1・tile　S ：tfety 　g 匠Life　at 　Sea ，19コ9．

　　　The　 process　 f〔］［・fin（hl1零 the ‘‘ Flood 乙しble　lengtlゴ
’
by　tllis皿 ethod 　 ls　 as 　 following：一
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・6m も11e

　　　　　　centre 　of 司1e 　vo 亅ume 　to　tlie　midship 　is　foun｛1 ］nathematically ，　an ，1　the　flco，lable

　　　　　　　volume 　curve 　fり r 軌 e　whr 卩le　length　of 　the　 ship 　is　drと」wn ．
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　　　　　　　elld 亅mrt 　of 　 tL　c 【｝mp ．lrtm し11t　in　t．he　sllip　corresponding 　to もhc　 floodable　 v り1unle，

　　　　　　　where 　the　c（川 npartment 　i慧 bisected　 by　 a　 tl・こmsvel ・
se 　pl跚 e　 l｝ ：1ssing −thl・ough 　 its

　　　　　　　CEintt
・
e，五s 　drawn，

　　　（3） 1・itegval 　cut
’
ves 　 of 　the　t・

’
an εve 皇

’
se　sectional 　 ateas ・f　the　ship 　is　drawn ，the・areas

　　　　　　　being　in　tegv｝しted　fr（，m 　bI．，t、h　eitds　towards 　amidshirls ，

　　　（壬） Usillg　t．hese　curv ヒs　the
邑‘F 置〔wl ヒlble 　Iength

”
at 　 vLLri ‘．，tls　 points⊂レf　the 　 lellgth　of

　　　　　　　the ：hip　Iしre　S・rtLphic とtlly　fエ．DullでL　and 乱ccerdingly 　the　且oodab ！e 　length　curve 　i8

　　　　　　　  b七ai1 亅ed ．

　　　This　ls　arRLpproximate 　me も110d　and 　the　p 【
・
ocedvn ・e　is　much 　simpler 　than　that　of　the

B ‘、ard 　of 　Trこしde ｝lethod，もhe　Preei3iイ〕n ，　110wever
，
　may 　be　sとしid　to　be　not 　inferior　to　that

of　the　latt・eエ
・
，
　in　genen し1．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　緒　　　　言

海」；一に 於 け る 人命の 姪 の 爲の 國1撒 約皀防 薊 に 海上 安全條系勺と呼 ばれ て 居 躙 際條絢 、於 て

は ．船 が呉安杢 を確保する手段 の
一

と して ．國際航海に 從事す る族客舟告は 共 用途 の 標準 （Cl
’itL・1’ion　of

se 「 vice ）及 び 船の 長 さ に 應 じて 靹 を陳 得る限 賄 燃 區we：す べ き轤 規定 して 居 る 。 とは御．，k知
の 通 飭 る ・ 而 し

’
・：期 1齣 方U…として ｝．t ． 船内唹 て許 さる べ き罐 謎 帳 さ眼 蝦 度は 可浸
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長 （floodable　 length）に 當謝 樋〔【の用途D 標準皀口ち族客舶 らし さ の 程度及び船の 長さ に 應じて 定め ら

れた區盡係數 （factor　of　subdMsion ）と稱 する
一

定 ／）係数を乘 じて 之 を求 む る事に な つ て 居 り、原

則 と して 此 の 長 さよ り長 V ・區書室 を設 け る こ と が 許 され ない の で ある 。

　此所に船の 可浸長 とは帥ち上記海上安全條約に 所謂可澄長 （fioodable　length）を指 すの で あつ て ．

船が
一・定 の 吃水 で 淨んで 居 る場合に 於て 浸水率が或る特定の 値を有す る船艙に 浸水す る とす る と其船

が 限界線 （margin 　 line）皀卩ち隔壁 甲板の 下 方 76 ミ リ メ ー トル （3 吋）の距 離に於て 甲板線に r哨了に

引 い た線迄恰度 沈む樣 な船鱠の 部分の 長 さ を謂ふ の で あ る。 而 して 安全條約 に 於 て は此 の 可浸長 を求

む る方法は各國に
一任 して 居 て 、條約 に は何 等具 醴的方法 を指示 して ない

。 そ こ で 日本 として も此 D

條約の 内容 を採用す る に付て は何等か の 方法 を定め る必要が あ る の で あ る Q 然る に 可浸長 を理論的 に

粘確 に 箇 々 の 船 に 就て算定す る こ と は頗 る困難 と言ふ よ りも寧ろ 實際上 不 可能 で あ る の で ．從來各國

に 於 て 種 々 なる近似計算方法が考案堂られた の で ある が ， 殊に 英國商務院 に於 て 規定 した方法 は實際

に 廣 く採用 せ られ ．日本 の 造船所に 於 て も從來此 の 方法 を應用 し て 設計 を して 居た樣 に 承知 し て 居 る 。

然 し商務院 D 方法は多數 の 基準曲線岡 を常に 準備 して 置 く必要 が あ り．實際の 遐用上 か な り不便が あ

り手數 も相當複雜で ある
。

一方 日本と し て は國際航海に從事する族客脂の 新造は左ま で 多數で もな い

の で ，各船に就 き獨立 の 計算を行 ふ 事に して も餘 り困難 はない と考へ られ る の で 、此等の 點 を考慮 して

理論上相當 の 精確を保ち而 も實用上成 る べ く簡單的確なる標準算定方法 を作 つ て 見た い との 考か ら ．

先づ
一

案 を作成 し，先 華諸君の 御助 言に依 b．實用上大體差支な い と認め らる N 程度 の 方法 を得 た の

で ．今 日此の 席上 に發表 する こ とに 致した次第で ある
。 就て は會員各位の 御叱正 に依 り今後

一・
辰適 切

な る方法が 出來る な
’
らば幸 と存する 。

浸 水せ しめ 得る船艙の 容積と具中心の 位置との闘係

第 1 圃に於て 計畫滿載吃水線 艦 乃o に て 浮べ る般が ABCD の 部分の 浸水 に依 りて 正 しく限界

線に對 し切線 とな る 吃水線 歹7
’

五
’

迄傾斜 して 沈ん だ と假定す る 。 此 の 場 合に於 て 若 し船艙が 室臘で

ある か ．叉 は艪内に積載 した物が水の 爲に 浮揚せ す且船の 傾斜の 爲に移動 しない と假定する と．船 の ・

排水 量 及重心 の 位置は變化 な く單 に CDGH な る部分に 相當す る 浮力 の 喪 失 （貨物 ある場合に於 て

は之 に對する 淨力だ け は殘 る ）に因 て 前記 の 状態に落 着い た もの で ある 。 安全條約に要求す る可浸 長

を求むる 目的 の 爲に は此 の 如 き假定 は許 さ る べ き もの と思は れ る の で 、此處で は ABOD な る區盡の

浸水 の 爲 ．淨力が 喪失 し て 傾斜 沈下 した りと考ふ る代 りに Cl）EF なる部分に 相當す る水の 重量が 添

加せ られ．因 て 以 て 前記吃水 線 丁「
「’

L
’

の 傾斜歌態を惹起 した もの と考へ る こ と に す る 。 蓋 し此場 合

に は當該船舶の 排水量．重心及び 浮力の 中心は何れ も變更 す るが EFGIt なる部分に付 て は 添加重

量 と淨力 の 増加 とは相平衡 し （艙内に 貨物あ る場 合は淨力の 堀加の 方が 大 となるが 。之は浸水 の 場 合

の 淨 力の 添加に 相當す ）結局 OD απ な る部分に 相當する 水 の 重量 の みが 新 に 添加せ られ た る 事 と

な り．此の 部分 の 淨力 の 喪失と同一の 結果を生すべ きが故で ある
。 依 て
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三L［

　　　　　　　　　　　　　　IV を Tt
’
7ノ に 輩ナする 拐Fノ∫（量

　　　　　　　　　　　　　　ur，
を IVeLoに 對 す る 排 ノk量

とせ ば添加重量 W は下の 算式に て 表は さる 。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　 叨 ＝ 耳L 隅

　今、排水量が 研 に等 し くして 計登吃水線 IYoLoに 甼行なる吃水線を TVL とせ ば IVL と IF’

∬

と の 交點 F は吃水線 1砺 に 於 け る 浮泛中心 （celltl
’e　of 　floatation）を示 す 。 依 て 船 の 長 さ の r「1央

よ 孵 泛中心迄 の 距離 を f， 添力π蠶 の 重心 迄の 距 艦 cl・　 n2t
”
水線 陥 と IV’V と の 聞の 角を θに

て 表 はす事 とせ ば 、 θは實際 の 船 の 場合 tc於 て は通常 5 度以内 に 止 まる を以 て
．

一般 に 下 の 關係が 皮

立 つ
。

　　　　　　　　　　　　　　　　 レレ
アー　1雲1レ　　　（ヨ〔」1

ρ
tallθ

　　　　　　　　　　　　　　　　　 ILr　　　 （lx±f

皀ロち ．　 　 　 d・ ≠
σ

禦 品響
此處に GM は船の 重心 よ り吃水線 擢 五 に 於け る縦メ タ セ ン ターに至 る高 さ．

　　　 正 負の 符號 は浮泛中心が船 の 長 さ の 中央よ り clX を測 る方 向と反對 の 側に在 る とき正 に して

　　　 同一の 側に 在 る とき負とす 。

而 して 實用上 に於 て は GTI［tの 代 りに縱 メ タ セ ン タ
ー

よ り浮力 の 中心迄 の 高 さ B ］f を探 る も差支 が

な い か ら BM ＝ ＝ M と置けば

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ）f × tan　e　× 1・V
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．．．．．．．．．．．燭．し．．．．．．．．（1）　　　　　　　　　　　　　　　 dx ± ／＝

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 1レL 　JP・6
な る算式を得。

　次 に 吃水線 1厂刀 が限界誇良に 切線 となる 場 合の tan　e の 値 を求む る爲 ．先 づ限界線 を船 の 長 さ の

中央に 於て最低谿を有する抛 物線の 一部と看傚 し．下 の 方程式 を以 て 之 を表はす事 とす る 。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　7 一 劣ゴ・ ・ … ・… 一 … … … … ・… （2）

但 し此 の 方程式は吃水 線 ｝賜 を x 軸 ， 船 の 長 さ の 中央に 於 け る垂 直線 を 11軸 に 探 つ た場 合の もの

で ．式中

　　　　s　は限 界線 の 船首端叉 は船尾端に於 け る反 り （Sheer＞．

　　　　σ　は吃水線 Il「L よ り限界線 の 最低點に 至 る距離 ．

とす。

　又 吃水線 TrrL
’
は 浮泛 中心 F を通 る芭 線で あ る か ら ． 其方程式は F が 船の 長 さ の 中央よ り後方

に 在る か 叉 は 前方に 在 る かに 從ひ 下の 通 りとな る
。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　3ノ＝ 二 m （hl　±ノ）　＿．．．．．．．，．，＿．．．．．嚠．．．．．．．．（3）

　方程式 （3｝に依 り表 は さ る L 直線が   の 曲線 に 對 し切 譲となる爲 の 條 件よ り．下 の 方程式 を得 、

之よ り下記 の 通 り m の 値を求 める e とが出來る 。

　　　　　　　　　　　　　　　 ？naL4 − 16s（c；：mf ）L2＝ 0

　　　　　　　　　　　　　　∴ m 一 劉 ・ ・±〆・＋錐｝
然 ・・ 鰤 逋・鮒 ・ は 鵬 讎 ・な・場合吸 考一 鱒 分で ・・か ・ 四謬 ・ 項

は正號の み を探る事とす 。 即ち

　　　　　　　　， 　 一 薯｛〆・＋13・ ・｝一 … 一 ・・・… （・）

依 て 、c ＝ O なる場合に は

　　　　　　　　　　　　　　　・に ・ 叉 ・ m −

1

參
ブ ・・一 … ・… 一 … （・）

又 　 　 ・＋器イ募〆（
4ザ ＋ 1
cL

： ）・ ＆（÷）
壱
（・＋欝

　　　　　　　　　　　　　　　一

毒（
c8

）
｛
（・＋響一箒・ 一・

故に 算式 （4）は下の 如 く變形せ らる 。

　　　　　　　　　　観 一 判毒（9）圭（1＋
2ぜ 一 2・？广

＋ ＿ ．
　　 c 〃 　　c

：L4 ）・ ・｝
1 以下 の 號 黼 し て

L3

　　　　　　　　　　　　　峠 （÷）
姜
・ 要一 壬（  穿）… ・・… 一 … （・）

　此 の m の 値を算式 （1）に 於け る 七au θ に 代入すれ ば浸水せ し め 得 べ き重量 （IV・
’一　JV，） と該重量

の 重心 よ り船の 長さ の 中央に 至 る水雫 距離 dx との 關係が求め得 られ る 。 帥 ち

　（エ） c ＝ 0 な る と き

　　　　　　　　　　　　cl・ ±ノー ・ 叉 は 一

（

MVVJ
・v − ｝慨1）

・ 雲

　　　　　　　　　　　　　∴ el・ 一

。（響   幣 宅
プ

戸 ・・… … 一 ・一（・）

　（2） c ＝ O な らざる とき

　　　　　　　　　　　　　　・

暁 諜 ・ 含（瘉 準
2ヅ
）
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　　　　　　　　　　　　　　∴ ・・≒i讐 ）（v
冨 羊

2ザ
　　　　　　L ）“ ・・… 一 … （・）

　以 上 は 船 の 或 る部分 に 浸水 し た る場合 に 於 て 吃水線が 1E し く限界線 1こ 對 し切線 と な る こ と を條 件 と

した の で あるが 、浸水後の 吃水 の 平均が船 の 深 さに對 し比較的小 なる場合、換言せ ば c が 割合に 大 な

る とき又 は限界線の 反 りが 比較的小 なる と きは浸水 後！）吃水線は限界線 の 船首尾端外へ の 延 長部 1こ於

て ic非ざれば切線 とな らざる こ とが ある
⊃ 斯 る場 合に於 て は浸水 後の 吃水線が船 の 前端叉 1よ後端に 於

て 限界線 と交 は る迄 浸水せ し め て 差支 な い 譯で ある故 、 方程式 （2）及 び （3）に依 り表は さ る v ：．つ の

線が 糊 す る 條件の 代 り嬬 聯 良が 魑 ± ．互 ・卿 ・於
一’C・lt．i交は る條件 を擱 して 下 の 方程式を得 ．

　 　　　　　　 　　　　　　 　　　　　　 2
之 に 依 り m の値 を求むれ ば宜 しい

。

　　　　　　　　　　　　　　茅・争 ・ 一 ・く争り
　　　　　　　　　　　　　　　．　　　 2Cs．＋ c）
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ．　。　　o）1コ 　サ　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 乙± 2ノ

此 の 値 を算式 （1）に於 ける t．III　e に 代入す れば算式 （8）の 代 りに 下の 算式が得 られ る 。

　　　　　　　　　　　　　　　clx 一

哲響罵覆》ア
・∫ 一 ・… 一一，・・・・… （9）

　是 等 の 算式 （7）（S）及 び （9）に 於 て 正 負の 符號 は．淨泛 rll心 R が 舶 の 長 さ の 中央 よ り clx を測 る

方向 と反對の 側に 在る ときは上方の 符號、同
一の 側に 在ろ ときば下方 の 符號 を採る べ き もの 上す 。

　さ て ．算式 （8）を川ふ べ き場合と、算式 （9）を川ふ べ き場合 とを判別する爲．浸水後 の 吃水線が船

の 前端又 は後端に 於て 正 し く限界線に 對 し切線 となる場 合に於 け る c，
　s，ノ及び 五 の 關係 を考 ふ ろ に ．

購 ・苧 ・ ・ と黝 一 薯｛〆・・ s（131i
’1−’・ ・｝圃 ・嚇 ・ 於 ・ は 碗 は 一般・

下 の 算式tc依 り表は さる 。

　　　　　　　　　　　　　　　　・ 一 功／・＋器 ・ ・｝
　故に 切 點が 般の 首尾端；こ在 る揚 合に 於 て は次 σ）開係が成立 つ

。

　　　　　　　　　　　　　　　　号一 ∫｛〆・・ 券・ 1｝

　　　　　　　　　　　　　　　　　∴ c − （1± 翌
　 L ）・ 一 ・・… ・… ・… … ・・（・・）

… ノ耀 上 L ・ 纛 膨 從つ て 翻・・齣 ・… 値・ もの で ・ 礁 之・假・ 省

略す る事 とせ ば C ＝ 8 なる 嬲係 が得 られ る っ 帥 ち大醴に 於 て C が 限界線の 船首端叉 は舟1穿尾端二 於け る

反 りに 等 し きか又 は 之 よ り大な る と きは算式 （S）を川 ぴ す して （9｝ を採用す べ きで ある 事が 解 る 。

是等 の 算式の 應用に付て は以下追 々 に述べ る こ とにす る 。
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＝ L｛一

譯 演

　算式 （7）（S）及び （9）に 於け る （卿
一肌 ）な る重量の 水 を浸入せ しめ得る船艙の 容積 v は

　　　　（W 一隅 ）を浸入せ しめ得 る海水 の 重量 （トン に て ）

　　　　μ を當該船艙 の 浸水率 （百分孳ミに て ）

とせ ぱ下 の 算式を以て 之 を表 はす こ とが tEewる 。

　　　　　　　　　　。 −

100（研！一 鮒
＿

97・56（PV− PV・）
立方 ・ 一 トル ＿ ＿ ．．（11）

　　　　　　　　　　　　　 1．025μ　　　　　　 μ

　依 て計晝滿載吃水線以上 の 任意の 吃水 に付 （研
一予陶 ， ］f ， f 及 c を求 め 。算式 （7），　r8）， （9）及 び

（11）を用ひ て 計算 を行へ ば船艪の 浸水せ しめ得 る容積 v と其中心 よ り船 の 長 さ の 中央に 至 る水 雫距

Pt　dx とを求 める こ とが 出來る 。 此の 計算を計畫滿載吃水線 と限界線の 最低點を通る吃水線 と の 聞の

種 々 なる吃水 に對 し行ふ ときは ，艢 の 全 長に 亘 り v と dx との 關係 を示 す 曲線を描き得 る の で あ る 。

此の 曲線を此處で は可浸容積曲線と名ける 。

可 浸容積蝋 ・描 僞 ・ 賄 ・脚 長 ・ の 泰 ・大 ・ 碣 合曙 し計算 絎 ふ 必 要 … と・

勿論で あ・ ・  それ・ は購 の 灘 を通・吃繊 か ・始・ ・ 大厳 吃水 ・哄 もをY・rr一 た 吃水

附近 の 便宜の 吃水線迄の 間 の 數箇の 吃水 に 付て 計算す れば宜 しい
。 此の 計算は添附の 計算表の 如 き様

式で 之を行へ ば比較的簡便正確に μ徠 ます 。

伺 ・賦 ・… 依 ・蝋 ・算式 ・9・・ 依・ 曲線 ・囎 ・第 ・鬪鰰 通 ・で … ち ・ 一 （・・許
に相當する點 P に於て 二 つ の 曲線は相切 し．算式 （9）に依 る曲線 A ’PBt は常に算式 （8）に依る

曲kR　APB の 外側 tc在 る こ とに なる 。 依 て 求 む る可浸容殯曲線 として は P 默よ り上 方に於て は算式

（8）va依 る 曲線 ． 共下方に 於て は算式 （9）に 依る 曲線 を探 り A ’PB な る 曲線を描 くべ き で あ る 。

可 　浸 長　の 決　定

　前述の 可浸容積曲線を利用 し ． 下 に逑ぶ る方法で 可浸長曲線 を描けば ．船 の 長 さ の 任意の 點 に 於け

る 可浸長は容易に 求 め得 られ る
。

　其爲 に は先づ船 の長 さ の 各點 に 於け る 限界線迄 の 横截面 積 を示 す 曲線 を描 き
r 更 に 該横被面積を船

の 首尾兩端 よ り中央に 向つ て積分 した る 横截面積積分曲線 を描 く。 此の 曲線を以て 表はす容積は可浸

容積曲線の 表はす もの と同
一

の 單位で 且同一の 縮尺 を以て 表 は され る こ とが必 要で あ る 。

　次に 可 浸容積に R な る係數 を乘 じた る 容積を示 す 曲線一 假 に 之 を比例容積曲線 と名 け る
一

を

描 くζ とを要 する
。 此 の 係數 R は船の長 さ の 或點に 於け る可浸 長の 間 に含まる 乂船内 の 容積が共中

心 （帥ち此の 部分 に 浸水 した 場合tC於 け る該水量の 重心 ）を通 る横通不面に依 つ て 2 分され る場合 に

船 の 長 さの 端 に 近 き部分 の 容積が全容積 に 對 する比 を示 す もの で ． 其値は可浸容積 を當該黔 に於 ける

横截面積に て 除 した る商 を假 に該點 に 於 け る可 浸長 と着做 し．第 3圖 の 如 く横截面積曲線 を利 用 し て

各横被面積 α1， α1， α3， αLJ 及び α3t を求 め ．Simpson規則を遖用 して 下 の 樣 に 之 を求め得 る の で ある 。
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船 の 可 浸 ±と を 求 む る
一 方 汢…、 生 島 卉1…三 璽 1

　　　　　　　v ＝ 、・v 、＋ v 、
＝
L（α、＋ 4ce，，＋ α，）

　 　 　 　 　 　 　　 　 　 　 　 6

　　　　　　　解
董（。、＋ 4。、

・

弼 ）
　 　 　 　 　 　 　　 　 6
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （第 3圖 參 照）
　　　　　　　　　　 2α2十 ce3
　 　 　 　 　 　 　．Y ＝ ‘
　　　　　　　　　 Ct1÷ 4ct，）十 Ct3

　　　　　∴ 峠
一 チ畿 斈1弊 畿 砦1到

　然 し實際上 に は横載面積 曲線が 當該可浸長の 部分に 於て 直線 を爲す もの と｛険定し
． 次 の 如 くに し て

求めた R の 歐略 の 位を探用 して も大 な る誤差は な い 。

　　　　　　　　　　　　　搾音一 8（。 餮ま肇伽

一去一 9（lli71iil，．lii）

　　　　　　　　　　　　　7ユ （c，．、＋竕
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 2

　　　　　　　　　　　　　v1 ＝
＿廴（5，

・
t，一＿7Ct，，）＋ ⊥　（

α ・1
− ce1）

’
‘

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　72　（a3 十 Ct・1）
：
1

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 24

　　　　　　　　　　∴ R →
一 義（

・5rcs十 7ai

a ：1十 山 ）・毳（iil〒篝iア
　

a
： 1　

＝
．
t
．

と 置 き

　 α 3

　　　　　　　　　　　　　丑 一 養（
5十 7・t・

1十 ↑
・）・譱（旨ア・・一 ・・… ・… … ・（12）

　1・が 1 に 近き場 合に於 て は第 2 項 を省略 し得 る を以 て

　　　　　　　　　　　　　　　　喘 （鴇 ・・一 一 … 一 … （13）

　更 に
ft・＝ 1 とせ ば

　　　　　　　　　　　　　　　　　丑 ＝ LO50 ＿ ＿ ．．．＿ ．＿ ＿ ＿ ．（14）
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 2

　皀卩ち普通 の 船 の 場 合に於 て は R の 伽 ま首尾兩端、こ近 き部分 の 外は算式 （13）を用 ひ ．中央部に 於

て は （14｝に 依 り之 を求めて 差支な ）・
。 3く首尾兩端 に 於 て は o・＝ O となる故算式 （12）よ り

　　　　　　　　　　　　　　　　　R ＝∠乱＝ 0．444
　 　 　 　 　 　 　　 　 　 　 　 　 　 　　 　 　 　9

とな る が
． 實際の 船に 於て は横截面積雌 農は直線で は な い の で

． 此 の 點 を老慮に 入れ且實 例に付調 査

した結果に基づ き

　　　　　　　　　　　　　　　　　 R ＝ 0．45　　．．、．．rg ．＿．＿．　．．．．．．．．．．，，　（15）

を採用す る こ とが適當 と思 はれ る 。
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1璽 講 演

　依 つ て 普通の場合に於て 比例容積曲線を描 くに は第 4圖に 示 すが如 く．

一一me首尾兩端よ り船 の 艮さ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　

・ ゐ雁 抱 附近 ・ 於 ・ 可露 積 ・ … 45 ・乗瞞 〔vx ・・45）・ 曲線濃 ・ 嬲 曲審1鮫

らしめ．鮫 黷 P ・す ． 又 帙 部船の 長 ・ ・鴫 間鯲 ・ （v ×・5・）舳 微 描 ぎ讃 舳 線

中の 略直線を爲す部分の 絡點 S より基線上に垂線を下 し ． 共脚を T とし 、 T より積分曲線の 直線部

に
ZF 行 なる直線 TX

’
を引き爾者を Q 點に於て 交らしめる

。 然 る とき は 1）

及び Q は夫 々 求む る

比例容積曲線上 の 1 點 O あ る と看做す こ とが 出來る 。 又 Q よ り船 の 長 さ の q・1央部に 至 る部分 に 於

て は （vx ．50）曲線が其儘比例容積曲線 となる譯で ある 。
　P と Q との 中閣の 部分は兩點間の逋定の

位置 に 付算式 （12）或は （13）に 依 り R を求め （t
・
　×R＞に 相當す る點 0 を得 、POQ を通る曲線

を描 けば求む る、比例容積曲線と なる の で ある D

　尤も P は正確に 比例容殯曲積上 の 1 點で ない 場合 もあ るか ら ． 弧 て 此 の 點 を邇す こ と な く QO
を通 る李滑な る曲線が P の附近に於て ＠×．45）曲線 と結合ず る樣にすれ ば宜 しい の で ある 。

　さ て ．第 5 圖に 示すが 如く船6長 さ の 或る點、例 へ ば （30）の 點に於て 基線に對 して 垂線を立 て ．

該垂線上に於て 積分曲線の 上下に Vl 及び Vl を夫 々 可浸界積曲線と比例容積曲誇ilとの 聞 の 距離及び

比 例容積曲線と基線 との 冒月の 距離 に 等 しく取 り．共各端よ り積分 曲線に向 つ て 水準線を引 き、兩 線の

交點か ら基線に對 し夫 々 垂線を下す と きは爾垂線聞 ノ）船艙の 容積 をま
一

つ の 可浸容積に該雷す る事 と な

る 。 依 て 兩垂緯閥の 距離 島 は其中央點に於け る 可浸長 を表はす享に なる故．1，．の 中央蟾占に於て 垂線

を立て ．其上に基線か ら tx に等 しき距離 の 點 を探れ ば 、 此の 點は可浸長曲線上 の
一
點 とな る n 此 の

方法 を般 の 長 さの 龝 々 の 黒［iに於て繰返せ ば 可浸長曲線上 の 諸黝が求 め得 らる t の で あ る が、可 浸長曲

線 の 兩端點 を求む る に は横截面積殯分曲線と比働容積曲線との 交黝 P を通 る垂線 を立 て
、 該埀綟が

可浸容積曲線ど交ほる點か ら積分曲線に向つ て 水畢線を引き、 爾線 の 交點か ら基線 に埀線 を下 せ ば ．

此の 垂線 と般首又 は船尾端との間 D 距離 la は舟告首又 は船尾端に於け る區書室の 可浸長 とな る 。 依 て

1α の 中央點に於け る 垂線上 に基線よ ウ eaに等 しき距離 ノ）點 を探れ ば即ち求むる可浸長曲線
‘
）終端黜

となる の で ある 。

　以上 は詭明の 便宜上．浸水率 μ が船の全長を通 じて 一様なもの として 述 べ たの で あ と、が ．實際 1よ

機關室及び 其前後部は夫 々 異る浸水率を有す る こ とが普通 で あ る か ら可浸容積曲繊．此 例捧積liil線 夾

び可浸長曲線は何れ も船の 全長 を通 じて 連績の もの とな ら ない 事 ば勿論 で あ る 。

　又機關室 の 部分は通常船の 中央部を占め．横蔵面饋の變 「ヒが 少V・故、上記 の 如き作圃法に 位 ら
’
許し

て 下 の 算式に 依 1）可浸長を求め て も差支 ない 場合が 多い事と思ふ Q

　　　　　　　　　　　　　　 Z＝ 上 　 ．＿ ．，．、＿ ．．．．．．．．．．．．．．．．．（rG）
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 a

lは船の長さの 任意の 點に於け る 可浸長

V は當該點 に 對す る 可浸容積

a は當該點 に於ける限界線迄の 舳膿横黻面積
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船 の 矼 浸i 長 を 求 む る
一 方 法、生 島 莊 三 旦 1

　　　　　　　　　　　　　 近似法探用 の 影響に關す る考察

本文 に述べ た る可浸長 を求むる 方法に於 て近似法 を探用 した主 なる黜 を擧 ぐれば下 の 通 りで ある。

　（1） GM の 代 り1ζ B11∫ を採厂「1した る こ と ．

　（2） 算式 （S）を誘導す る場合に 於 て

　　　　　　　　　　　　　　… 執〆・＋寄・ 1｝… 一 ・一 … ・… … （・）

　　　 の 代 りに

　　　　　　　　　　　　　　・・i − t（v磊午1ガ）一一 ・・… ・… 一… … … ・・（・1）

　　　 を探用 した る こ と．

（3） 限撒 ・ 蠍 を常・ ・劣 ・）；
・
　 ・C て 表・ し得 ・ 二 抛 ）抛物 1・・良・看做 ・た る …

　（4） 比 例睿積の 算定 に於
’．
⊂係數 n の 近似値を採用 し た る こ と．

　（5） 船 の 損傷 し た る場 合に 於て は 實際浸 ノkす る は浸水 後わ 傾扉P乞水線　TV
’

　L ’

迄 な る を限界線迄

　　　 と假定 した る こ と
。

　上 記 の 内． （1） の 貼
1
は 此 の 繩 ノ）計算 に 於 て 普通 1こ 許 さ る L 近 似法で 且 實際上

一
々 の 船 に付 （；」∬ を

求 むる こ とは困難なる の み な らす．儂 に 之を求め得た りと して も實際船が航海す る場斜 こ は共場合 之

々 に 依 り（紐f の 値は去
「
・きる の で あ る か ら無意味に なる 。 依て 此 の 點1

は 開 題 とす る 必 要が ない と考 へ る 。

　（2）に 閣 して は試 に 算式 （1）及び （II）に 依 り算定 ナる ηL の 値 に 實際上 幾何の 差を生す る や を見

る こ とに す る
。

　普通 の 船に於ける例 を探 り

　　欄 綴 ・ （五吻 映 よ 1丿後方・ 於・ 斎
　　・ ・矧麗 頴 ・ ・ 畜瀦 ・醂 ・於・ 缶
　　・ ・計訛 綱 徽 度 七 職 繊 ・ の 撫 ・ 諸 ・ 缶翻 一 た ・吃 ・k・ ・船 ・・乾itを

　　　・ 嚇 限 ・ し．賭 帳 ・ と満竃・ との ・ヒt・　 1・ と慨 せ 殿 鴫 ． 最小 ・ と・ ・
．

　右の 紘 を算式 （1）及び 〔II）に 適1「1して 況 を求む、iしば下 の 結果を得、，

c

Lf45
刀 50L
！100L1200L1400Lt6eoL1800L

！1000
　 0

m

船
．
首 に 傾 斜 す る 場 含 船 尾 に 傾 斜 す る 場 合

算式 の に 依 る と き ［算式 σDl こ依 る と き

0，0S270
．07S40
．05500
．e3840
．0ゴ670
、C，2160
．OI8SO
．Vlf｝壬

　 0

 ．OSユ70
．しi781

 ．05ξOO
．0：｝840
．UL）670
．0215001840

，0163
− O．CO16

算式 ｛・｝1・tti・ ・ き 1獄 面 ・… き

O．06e40
．057壬

0，01080
．0：9tO
．〔：雪080
，017コ

0．01500
．01350
．0つ16

O．er；040
，0r，740
．O壬08002910

．OL｝080
．O1710
．Ol−90
．0 ｛3追

O．‘；00S
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L里 講 演

　帥ち算式 （II）なる近似式を探用する爲の 影響は C の 小な る場合程大で あ つ て
．
　 C が比較的大なる

撤 實際上 誤差 な し・訛 得べ く． ・ ・編 以下 な ・・」合・・c は 鷹 實際 よ 励 ・・％ 小 ・ な

り、c が零 tc近 き場合に は適用 すべ か らざる 事が知れ る 。 依 て c ＝ O な る ときは前逃の 通 り算式  

を共鯲遖用 したる算式 （7）を 砺 の算定に採用する事とした の で ある 。

　叉 C が 比 較的小なる場合ecは 砺 も比 較的小 とな り． 即ち船の 長 さ の 中央部附近 に浸水 す る場合 に

該當する の で あるが 、此 の 部分は横裁面積 の 變化が殆 どない の で あるか ら大體可 浸長は on に比例 す

る 事 とな り．從つ て 上 表に 示す通 り o？z が 實際 よ り小 なる こ とは帥 ち可浸長 も實際 よ り小 となる事 を

示・誕 灘 安全・ 側 硫 ・ 。 假・・船・ 帙 鮴   可漲 ・ 撫 とせ ・灘 ・・約
、u磊、

・

に して 、船 の 長さ 150 メ ー トフL なる 場合に は 0．225 メー トル とな る
。 此 の 程度 の 誤墓は作圃上 に

於 て厦 々 起 り得 る範園 を出で ない もの で あ ら 5 と思はれ る 。

　（3）限界線 の 形厭に 關す る問題は ．
一
般に 限界線は隔壁 甲板 の 舷弧 tc2F行 と見 て 差支が な い の で あ

る が 、甲板 の 舷弧 の 標準形 を二次 の 抛物線 とする こ とは國際滿載吃水線條約 の 規定に もある所で あ り

又實際の 船に於 て も大體右 の 標準に據 つ て 舷弧が定め られて ある様に 思はれ る 。 試 に 近年本邦に 於 て

新造 された船に 付 、 乾舷計算上 測定せ られ た乾舷甲板の 長 さ の 6等分點 に 於 ける舷弧の 高さ と標準形

皀吻 ・ 釜孜 依 ・ もの と の 上ヒ較を次 ・織

船 の 長 さ

難 甲板 ・ 舷弧 ・ 高 ・ 麟綴 。 L 高 さ

船 　 　 　 　名

（五）
船　首 船 首　　 よ り 船　尾 L 五一 一
（げ） L ！62 〃63L164 五！65L ！6 （8α ） ヴ 3α

呎 繭
　 眠

4．oo1 諾 ♂ 諮 1叢 a2羃
淺　　 間　　 丸 5609

，CO4 ．CO1 ．00 0 ．361 ．4432562172

8．253 ，67 ．92 0 ．361 ．443 ，25
照　 　 國　　 丸 505 61 工55

s253 ，67 ．92 0 、361 ．44325

8503 ．94 ．94 0 ．572335 ．27
小　　 牧　　 丸 450 53 85

8．503 ．7S ．艦 0 ．592 ．34527

S．GO355 88 0 ．48

　　−

1、9正 4．25
吾　 妻　 山　 丸 450 49．51C5

＆ CO3 ．56 ．S9 o ．471 ．894 ．25

7．5740S1 ．75 0 ．752 ，0墨 3．99
鞍 　　 馬　　 丸 螂 53110

7．573 ，36 ．84 0 44L773 ．99

8．003 ．63 ．95 0 ．451 ．58350
き　ん 　と　す 丸 430 5壬 122

8．003 ．56 ．89 0 ．391 ．563 ．50

10．004451 ユ5 0 ．552 ．205 ．00
さ ん ぢ ゑ ご 丸 430 43 86

10．004 ．441 ．11 0 ．562 ．225 ．00
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船 の 可 浸i長 を 求 む る
一 方 法 、 生 島 莊 三 聖 1

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 伽

昭　　 洋　　 丸 43019
．oo4 ．011 ，・710 ・53 ト 1．994 ．ξ8481

、4
9．004 ．00 ・… 10 ．512 ．044 ．58 lI
7．233 ．911 ．67 0 ，681 ．853 ．s4

幸　　 和　　 船 415 57108
7．232 ．41 ．80 0 ．431 、713 ．84 1
9．504 ，251 ，03 0 ．552 ．205 ．0り

ト

1
淨 　變　綾　丸 4工0 431 　 82

9，504 曾21 、06 0 ．5609 Φ凵．凵」 5．00
1

9．754 ．3．51 ．10 0 ．4s2 ．oo450
お り ん ぴ あ 丸 405 41．590

　　9．751 4．331 ．〔8 0 ．502 ．004 ．50
［

17．003 ．02 、79 0 ．101 ．303 ．57 卜
赤　 城 　 山　 丸 375 54　 1103

． 7．003 ．11 ．78 0 　　　．40i
　 　 　 　 　 　 　 　

I1
．593 ．57 iI

那　 岐　 山　 丸 3607
．75344 ．8｛ o ！ ．｛31 、．754 ．GO46590

7．75344 ，86 O　　 I ，4壬 11… 4．GO1
1

6，25276 ，65 0 ．331 ．463 ．25
那　 智　 山　 丸 338 54102

6．252 ．78 ，69 O ，361 ．“ 3．251
：

17．oo3 ．10 80 0 ．401 ．553 ．50 …
1

河　 　 南　　 丸 335
け．・・ 3．1178 0 ．39L563 ．5048

96

ヒ 1一‘．．　

5，752 ．56 ．64 0 ．31 ・… 13、08日　 本　 海　 丸 29925 52 97
5，752 ，56 ．64 0 ，34

　　　 「
ユ・3円 3．08

5．002 ．4引 1．00 0 ol ，671 ．83
伊 奈 波 山 丸 190

　　　　15．00 … ｛．56 O
　　　 I

瀦・ 「．811 ．8338
102

　備考 ： 標準形舷弧 の 高 さ は 首尾兩端 に 於 け る高さ を實際 の もの 』 通 り と し 、 船 の 艮 さ の 中央 と 兩端 と の 問 に 於 て

　 　 　 　 　 　 4s
　　　　は 〃＝ z許

2
な る算式 に 依 り算定 した る も の とす。

　上表 に於 て 鞍馬丸及幸和 丸の 2 隻は船首尾 の 舷弧高 に 比 し 中闇部の 舷弧高が比較的大で あ つ て標

準形 とは著 し く相遼 して 居 り． 又伊奈波山丸 も稍標準形 と離れ た形の 舷弧を有 して 居 るが ．共他 の 船

に於て は殆ど標準形に
一
致せ る こ とが解 る 。 依 つ て 普通 の 場 合に 於 て は醍 界級の 形从 を二 次 の 抛物綟

と看微す こ とは實際上差支 ない事 と考へ られ る
。 若 し實際 の 限界線の 形厭が標準形 と異る場合に は誤

詬 を安歪の 側に 在 ら しむる 爲、英國商務院 の 規則の 通 り、 下記 の 規定 に 依 り修正 した る標準形 限界線

を横 蔵面菠の 算定其他の 計算 の基準に使 用する こ とが適當 と思 は る 。

（イ） 船 の 長 さ 伍 ）の 中央 よ り前方 （叉 は後方）唹 ・ r 喋 方鵬 腿 線 ・ 反 り緇 甑

　　　・鯤 ・端鯲 け ・反 ・の tよ ・大な・ ・駄 縮 α ・船尾嘲 ・・於 け 碗 が 麟

　　　 の もの に 等 し き標準形に 修正 す る こ と ．

（・ ） ee・ 長 ・・（L）・ 峡 よ り魴 （叉 嚇 ）鯲 ・ ｛・ 點 鯲 け る限界線 ・ 反 りが黼 又
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　　　　瞰 尾）端鯲 ・・反 り幡 よ 贓 ・ ・ き麒 ・倍繍 颶 鯤 ）端鯲 け・ 反 I」

　　　　 とする標準形 に修正 する こ と。

　徇實際の 限界線の 形欣が全 く特殊の もの なる場合は特別 に 考慮す る必要が あ ら う。 例へ ば若 し反 り
［

が全 く無 く限界線が直線を爲す場合に は算式 （9）に於 て s ＝ O と置 きた る 下 の 算式tc依 り常に dx と

OV − 　TVe）との 關係を求むる こ とが出來る 。

　　　　　　　　　　　　　・・
一

σ，．糯 ． 2f）
・ f − ・・… 一 一 … ・（1・・）

　又 中央部に於 て
一
定の 長 さ の 聞は限界線が 直線を爲 し 、 船首尾部 に 於て 抛物線 よ り成 る が如 き場 合

に 於て は各部分に付別 々 に 考慮 して clx と （理 一隅 ）との 關係 を求 め ．それ に依 り可浸容積曲線を

描 くこ とが 適欝で あ らう 。

　（4） 次に比例容積曲線を求む る場合の 係數 R は普通の 形歌の 船で は中央部の 或る長さ の 間は横戴

面積曲線が殆 ど水不なる 直線を爲す故 、 此 の部分に 於て R ＝ O．50 となす こ とは實際上誤差な く． 叉

假に若干の 誤差 あ りとす る も可浸長 に は影響な しと言ふ 事が出來 る 。 中央部以外の部分 に於て横截面

積曲線を直線 と看做 し R を求むる こ とは一見甚だ 誤差多き が 如 くに 思はれ る が．事實 V 及び Vl

の 容積其物 に は相當の 誤差あるは冤れ ぬ けれ ど も．兩者の 比なる R に 就て は左 した る誤差 を生 じな

・ の で あ ・
・ 或 礦 例耐 鮪 尾黻 膈 端よ り熟 脛 撫 隴 鯲 ・ ・囎 圃 ・儲 な

る計算及び近似法に 依 る R の 値 を求めた結果 を比較 して 見 る と下 に 示す通 りで ． 大體 1％ 程度の 誤

差 を生 す罠る に 過ぎない o

位 　　　　 置 船　 尾 　 端

船 尼 よ り　1　 〃 　　“

　　　　　　「

鵬　1 鵝

〃　　　　 〃

80乙一．−
　 100

船　 首　 端

精密 な る計算に 依 るR ．453 ．4S6 ．498　　　　　　　 ．482 44δ

近 似法に 依 る 丑 ．450 ．48S ，492 ．476 ．450

誤　　　　差 0、7％ 0．4％ 12 ％ 12％ 1ユ％

儲 近似灘 鰡 ・首尾・端鯲 け もる ・ ・ 欄 ・ ・ 喘 （
5十 7rl

十 r ）・鱒 定 ・た ・ も ・ ・す ・

　而 して 假に船の 全長を通 じ E ＝ 0．50 と し て 可 浸長を 求 め て も其誤差は 普通．首尾兩端に於て 約

2％濔 轍 り 1L 五 附近鯲 て 約 ユ％ ｝黽 ぎな い の で ．R の 値 の 1％ の 誤差は多 くと もo．2％
　　　　　　　 IOO
程度の 誤差を可浸長に 及ぼすに過 ぎない と思 はる

。 徇 R と可浸長 との 關係 は R が大 となれば可浸

長 も亦獪大 し 。 誤差は不安全 の 側 となる の で あるが ， 近似法に 依る誤差は上表 に 見 る通 り櫓減何れ の

側に も生 じ．場合に依 り一
樣で な い 。 依つ て若 し船首尾端 に 於け る可 浸長 を出來得 る限 り正 確に求め

む とする場 合に は．第 4 圖に於け る比例容積曲線を描 く場合に船首尾附近に於て （V × ，45）曲線を描
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船 の 可 浸 長 を 求 む る
一・

方 法、生 島 蕪 三 里 」

く代 りに ．齷 兩轍 朔 へ ば 一世 五謬 物 及．塾 腱 の 黻 醸 i臙 レ酎 下 の 算式に 依 映 ，

　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　 1【）U　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　 100　　　　　　　　　　　　　　 100
夫容積 の 巾心 の 位置及 R を求 め 、各 中心 の 位置 に 於 ける 垂線上 に 基 線よ り （v × R ）に 相 當す る 點 を

探 りて之を通過する曲線を描き ． 該曲線と横彼面積積分曲線 との 交點を P とすれば宜 しい の で ある e ．

　　　　　　　　　　　灘螺野
鴫 ：

墾一

　（5） 傾紳 乞水線 W ’L ’

迄 の横蔵面積の 代 りに限界線迄 の 横截面積 を使用 し．其積分曲線に依 り可

浸 長 を求め叉 は算式 ユ に 依 り可浸長 を算定 す る こ とは ．精確な る可浸長 よ りは小 な る値を得 る結果
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ほ

とな り、皀卩ち誤差峠安杢の 側に 在るの で あるが ．本方法の 中で は最 も大なる誤差の 要素を爲す の で あtt

る。

　試に 普通の 貨客船 の 標準的の 例 と して 重要寸法等に下記 の 關係 ある船 を假想 し．此 に付 て 右誤差 ゆ

程度を調査 して 見 や うo

船 の 長さ

船 の 幅

船 の 深 さ （限 界線迄）

滿載吃 水

肥 瘠 係数

吃水面積係數

中 央横截 面積係數

船 の 憂 さ の 中央 よ り淨 泛 中 心 迄 の 距離

淨力の rP 心 よ り縱 メ タ セ ン タ ・−L£ の 高さ

一 憶
滿載吃水に 對 す る排水量

　 　 　 r，
吃 水 毎

輛 排水量 （滿載吃水線 以 上）

中央横截 而 積i

・一晋
・ 一 各
圦 一 吾（÷孟P）
σゆ

雷0．70

（rw≡0．85

伽 ；0．96

∫＝ 0

丑f＝ L

　 　 ．乙
ザ＝

5δ

舮 「

董万
　 　 　 　 　 　 　 　 　 51．47
肌 署五 xB × 1）

・
x70

「 00。ofLe

　　　　　　　　　　矚
1γ＝五 × B ×

石δ
× ・85＝

10ρooL
艦

… 砌 ・ ・96一古・
・

　上記の 資料に依 り添加重量 の 重心 G 及び之に相當する傾斜吃水線が 限界線に 切する點 （3くは船の

前端若は後端黝 ）P 竝 に 傾斜吃水線 の 傾斜角度 θ の 關係 を計算 して 見 る と．下 表に 示す通 りで ．G
．

が 船の 長 さ の 中央か ら遠 くなる に 從ひ θ は大 と な る が ． G と P と の 隔 りは G が 船の 長 さの 中央

か ら ユ廴五 乃 至 一塾LL 附近 tc相當す る場 合に 最 も大 き く，殊 に 隈界線の 反 りの 小 な る船尾 の 方
　 　 100　 　 　 　　 　 　 　 　 100
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に 傾斜す る場 合に 於て 一・
暦reしい 。 從つ て 可凌長の 誤差 も亦船の 長 さの 中央の 後方 一2⊆LL 附近 に 於

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 100
て 最大とな り． 其値は 大體 L の 1・0％ 以 上 とな るが ． 船尾端では 0．5％．般の 長 さ の ri・1 央の 前方

．且 ．L 附近で は O．3％ ， 船醐 で は 0．1％ 醂 となる樣で ある 。

100

き 【 船鄰 （・・一畜） 船尾部（Sa＝　　　　100）」
吃 　　　　水 乾 舷 L 1嚠

（確一耽 ） 長 さ の 中央 よ り 長 さの 屮央 よ り 1 ト
（c） 「［亅」　

r7

（P ，》
σ 迄 P 迄

（‘嵐 一♂駁）   n θ ’
σ 迄 P 迄

触
一

晦 ）i　 tm θ
層

（噸， （嶮 ， （ゴ瓶 ） （f激ン 1
圷

五一
12　　　　　　　，

0

　〃

10，鱒 026

．04

石

痂

0．00

ゐ

π

0．00

五

薊

0．00

　1一
工ooO

．00

乃

可

0，CO

　ゐ

万

0．CO

五

研

0．GO
陵
　　 α〔0

’

1 　　五冖 一
12　 400

L400
23．388 ．8917 ．708 ．812 ．8362624 ．9518 ，692 ．co

…
1｝　 2LF一｝
12　 400

2ゐ

400
20．72 ユ3．6025 ．oo1L404 ．oo9 ．5駐 35．2525 ．662 、83

1

五　 　3ゐ一　　一
12　 400

3L4eo
18．C618 ，42 　　30．701 12．2849112 ．9943 ．3030 ．31346

31

、　 4L− −
12　 400

4L400
15．40　1
　　　　　1i

　　23．83Il35 ．351L525 ．6616 ．8250 ，00133 ．184 ．00
 

．「｝　 5五一 一
12　 400

5L−
400

　　　　　1
1窪．74 ε0．9739508 ．536 ．322L9750 ．001　　28．03450

層
五　 6五 6五一 　陶
12　 400

一一
蜘

10．0841 ．0943252 ．1669229 ．5150 ．0020 ．495 ．GO

L 　　7．L 7．乙一 一一
12　 400 … i74257．224675

一 7．4842 ユ750 ．007 ．835 ．50

　故 に實用上 ． 普通の場 合に は殊更修正 を爲す必要 もな い と思 はれ る が ．若 し一居精確な る 可浸長 を

求 めん とせ ば次 に述ぶ る方法に 依 る こ とが 便利で あ らう。 　　　　　　　　　 ．

　第 6 圖ic於て 傾斜吃水線 1尸∬ に 對する 可浸容積の重心 を G ，

・
斜線 を施 した る部分 を可浸區 書と

：し．且該區畫の 吃水線 ｝尸∬ 迄の 容積を 7 ，

’

限界線迄の 容積を ア とす 。 然る ときは本文 に 於て 述

べ た ・方法畩 ・撒 櫺 堪 囃 れ ば 殆 ・聴 近 ・ 可 賊 得 ・ 譯で

響
・・腋

Pt　 V ’

の祉 鱗 の za・・evaSC一定す る瓢 可な り困難で あるか ら滋 似舫 法 とし て

ア
の 代 りに

G を通 る横蔵面に 於け る 龍骨の 上面 よ b限界線迄の 深 さ と傾斜吃水線 ｝7 ’

∬ 迄 の 深 さ との 比 を探

る事 に する も大 な る誤差 は な い
。 帥ち

　　　　　　　　　。
D … （努）

2

　　　　　　　　　V ” 1）
，
．十 δ× tanθ

　　　　　　　　　　L諺轟 一 1
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船 の 可 浸 長 を 求 む る
一 方 法、生 島 蕪 三

ゆ

，81

… ＜努）
 

Dr ＋詈（y許 今乙）δ

刀 ＋ 4・（ ア
1）r ＋

2 皇坐 Lδ

　　 （L ± 2f）

c ≦ ・（1・豹 … き

c＞ ・（・・勃 ・ ・ 捷

．．（IV）

而 して 麟 の 方法 として 鰡 め よ り錻 （11）vc依る可浸容伽 ＝

9756 （IV一τ 
の 代 1）・1・c 之に

ヱ 竦 じた 。碾 雕 の 限嬲 迄の 禍
・
髞 肌 て 服 嬲 1鰍 描 き漁 也燃 。本文 に 違 べ た

v ’

る通 りの 方法 を川 弄る方便利に して 而 も前記 の 修正 を爲 した る と同一の 結果が得 られ る 。 何 となれ ば

前禍の 算式 （IV♪ に 於 ける各項 の 値は何れ も可浸審積 と共重心 の 位置と の 關係 を求 むる爲の 計算 に 於

て 算定 腰 す る もの で あ るか ら ヱ の 近似看血桐 時熔 易昧 め得 らる Lカ、 らで ある 。

此 の ヱ の 近囎 を前禍。幽 。 例。 於 け る c の 種 。 な 。鰰 ，。 計算 、。 見 。 、下 。 示 樋
　 　　 「

’

りとな る
。

1 船 　　　 首 部　　　1 船　　　 足 部

c　 l
　　　　　 　　 1

　　　　　　　一

　　　　　　　　 ｝

噸 　 1
τ
▼
　　 …一．　一

r ’　　　 I
　 　 　 　 　 　 　 　 　 I

　　　　　　　　1
⊂1隈

ア＿−
r ’

1曽曹．幽■一呷，L甲一
ゐ 乃

i 一一
1Uu 1 ，1’1，

0 0 1．COO　　　 I

　　　　　　　　　脚 O　　　　 i1 ．000
五 　 1一一
400

8．89 1．007　 　 ・
　　　　　　　　　↓

626
　　　　　　　　 1
　　　　　　　　11

．Ol7

2L 」 1 1一一
400

13．60 1．Ol3　 　 1

　　　　　　　　　【
9．59　　　

1

　　　　　　　　　
LO33

3五

400
18．42 、．。1、　 1 　　　　　　　　　i

12・99　　 i
　　　　　　　　　I1

，04G

4乃

400
23．83 1．OI2 　　　　　　　　　！

】6．S2
　　　　　　　　　i1

，055

5∫，−　　1肖 30，97 1．006
　　　　　　　　　1

21 ．97　 ［ 1．058
400 1
6五

41．09 1，000 29．51 1．016
4007

．L
5722 42．17 i　　 1．01G

400 ［

　以上の 考察に 採 り了解せ らる Σ 通 り ， 本方法は可浸長 を求 むる實際的方法 と して 之 を普通 の 形状 の
・

酷 に 適 川 して 差支 な い もの と信す る 。 又多少特殊な る形欺 を有す る船 の 場 合に も之に 適應する 樣幾分

の 修正 を施 して 應川 す る事が比較的容易に 出來る と考へ られ る
。

　參考の 爲．實際 の 船に 付本方法 及び英國商務院規則に依 り求め た る可浸長 曲線の 一例 を添附 する こ．
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，L壁 演

と に した 。 此 の 例 に 於 て は船内 の 浸水率 を船◎全長 を通 じて 一樣 に 63％ と假定 し て 計算 した もの で

．あ つ て ．兩方法 に依 る 可浸長は船首端に於て は本方法に 依る方 五 の 約 2％ 程大なる結果 を示 して居

るが ．他 の 部分 tc於て は兩者殆 ど
一

致 して 居 る
。 徇、此の 例 で は限界線迄 の 船皚横被

’
面積 を用 ひ た る

’
鶏に生する誤差を修正 した場合の 可浸長は却 つ て 商務院規則に 依る もの との 闇に 差違を生ぜ しむる結

県 を見せ て 居 る
。 他の 例｛C 於 て も， 時 IC相當著 し き差違 を示 す部分 もある が．

一
般的 ICは爾者極 めて

相近 き結果 を得 る樣で ある 。 而 し て 可浸長算定 の 手數に於て は本方法に依 る方頗る簡單で ある と言 つ

て 差支 な い と思ふ J

　絡に 臨み本論文 の發表に 對 し機會 を與へ られた る 重光船舶課長 に 篤 く御禮 を申上 ぐる と共に
， 本方

．法 の 考案 に 際 し緊要適 切な る助言 を賜 りた る井上要氏及玉 井喬介氏 、重要なる資料を提供せ られた る

三菱造船株式會肚長崎造船所及 び 日本郵船株式會祗竝に 本論文に 於け る 計算及び囲面 の 幵製 に 當 られ

た る小野木敏雄君J 川崎周三郎君、共他の 同僚諸君に對 し深厚なる愿謝の 意を表す。
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一Eleotronlo 　Llbrary 　



The Society of Naval Architects of Japan

NII-Electronic Library Service

The 　Sooiety 　of 　Naval 　Arohiteots 　of 　Japan

硝 の 可 泌 長 を 求 む ろ
一 方 法、生 島 蕪 三

　　　　　　　　　 第 　 　1　 鬪

WVeL ．．．一一 き
一
　 、

、　 吃 水 ム1廴

乙 一．一． ｝　
『
Lt ，・bナK 繰 ！上 か 於 子 之 ん

” 　　 吃水 轟 W ム え 蔽 ケ・レ ｝ 随 阻々

　　 f プ ，v ・b ・K線 、

疽 ・

致　‘ ニ 　 ス

璽

遡

W

　　　　　 限 妥線
オ¢

1
”’曽冒一胃一一一一一『一噂，層一一

WeWf

乏L
f

　 宀

／

〃
／

ua

f

，LA
重ム

H

c

粉

L
’

∠

∠ o

第 　 2　 圖

で
し

黛

愚

蟹
罵

馬
Ai　 1

ア

’
A

一呵r「一 式 （3）

　 　 ［

二 ’ ボ デ ，1／ 望質　、「

層　「　■　o 述 （の 二
・ くナ 5ノ 童ド　、覧

t

へP iQ 20 JO

〆属

4 ク o 60

4 頚＿＿

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



The Society of Naval Architects of Japan

NII-Electronic Library Service

The 　Soolety 　of 　Naval 　Arohlteots 　of 　Japan

幽 講 演

第 　・3 　 鬮

　　蠢瓏噸燒

舞議

＿ 居　（Vi槭 　 　 心臓、

鰲

灘’

砺

＼

＼戴
．

　 ＼ 　　 　 1

　 ＼

　 　 ＼

吻
y

　 　 　 ！

　　尺 ・ 論 ，

・

晋
％

AF ム　 　 　 五
2 　　 　 　 2

至 差
L＿   黻 で！冫

第 　 4 　 圖

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 、

　　　　　　　趨

渤

　　． ・
・跨

＿ ん 蜘 一

／ 蕎証 ＿
！ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ！

・
一一

拠 綱
プし ・

鹽
面 殺 俸 曲 4

轡钁   ．． ．一

’

言謬
・ 蔟 ‘v 驫

A．R 　 lo 　 　 20 　 　 30 　 　 （0 　 　5

　 　 N 　　　　　　　　　　　　　
の

　 @

　 　丶　　　　　　　　
　 　

A 　 　 　 　 　 　

　N
I−
ttt

．

・
， ， 　 　

　 　 、 　　 　 　 　 刈 　
　

　 　　
’ 　 60 　 　 0 　Teo 　　

o 　　
匠2N 工 工 一 Eleotronlo 　Llbrary 　



The Society of Naval Architects of Japan

NII-Electronic Library Service

The 　Sooiety 　of 　Naval 　Arohiteots 　of 　Japan

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 船 の 可 漫 長 を 求 む る 一 方 法、生 島 莊 三

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 第 　 5 　 圖

璽 1

篭

．　
1
　　 鍵　 　 　 　 　 　 r

　　 侵 ・　　 油 、

冤
1
遊

1

布 灸旋 曲線

「卩
セ

比 拶’ ・　 油 、線Ii

　　　／
　 　 　

’
　　　7

　
’
　 z畠

・

e彡 ρ
ψ 辮

P
£

　

妬

Ap　　　　　　 lo

　　 ム

　 　 2 り

会
30 40

£ fエ

玄
蚤
z

第　　G 圖

P
点

　　　　　 「　　　　 ’　　　 ！　　　　　　　　　　　　’
／ ／

厂
／

／ ／
’！，，・一　／！ ／

ρ
！ ／ ／

／　　　　　　
／

r
／

／’ ／
／’　　 7 　

／ ／！
／ ／
．／／

F θ ／
π

　宙
’

／ 母　　　　 ／

／

／

／

ノ

乙

乙

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



The Society of Naval Architects of Japan

NII-Electronic Library Service

The 　Sooiety 　of 　Naval 　Arohiteots 　of 　Japan

演講望188

配
嬉

　
　
　
　
　

　
齟

芻

OO

　

　
　
　
　
　

　

Ob

　
　

　
　
　
　
　

O
り

O
り

　

　
　

　
　

　
　
O
マ

O
噂

　

　
　
　
　
　

O
円

9
　
　
　
　

　

　

山．
く

＝

／

／

ミ
　

、

幽

丶．
　

　

　

　の
ζ

／

　

　

　

＼

　

＼
，

、

さ

＼、

 

＼

　

し
　
L
、、

／
疊

　

　

　

髄　
−

　

　
幽
、

聰

　

、

亀

　
、、

、
、

、

5「
’

p

　

’

　

　
’

　

　
’
　

　
　

　

　
　

、

　

　

11

　
　」
丶゚、

　

 
、

＾
“

、

幽−

’

7
’
　

广

　

　
厂

　

　

r

　

、

＼
、

　’
　
　

　

　

　

7

　

／

　
　

，

　

／

　

　

／

／

　

／

’

／

　

　

ノ

’

〆’
　

“

ノ’

「
　

〆

　

　
’

　

　

螳
q

向

喚
軍

琉

　

　

　

、

・、

〜　
」

　

＼
　
　
　
　
　
　、

＼
　

　
　
＼

、

　

　

丶、

　

、・、

、・、

、、

　

　

＼

　

　

＼

＼、

　

＼・
　、

　
臥

、゚

へ
、

　

、
へ、
、’

　、
＼」・

へ

●

，’
〆
　

　

”

　
匠

　

　
r

　

　

ノ

　

　

　
’

眞軌
9

畏

固

　

　

＼丶
、

　

　丶

＼

　
　、

M

亂

’

ド
／

ノ　

　

圏

　

　

鍔
／

　

　

ノ

　

　

　

ド
／

／

　

ノ

＼ 、

　

　、
δ「嵐秘

蛙

　

　

丶享
＼

　

　

＼

　

＼

へ

・

・

ミ

重
挙
・

聡
・

導

書
墨・
・

響
耐

　
　
辱
劃

葉

寒
）

・

さ
華

張

婁
鹽

…
ー

…
暉

丶

芝
善・
哺

蒜
蟄

一
．

　

　

　

　

f

　

　

　

　

／

　

　

　

　

　

　
’

髄

匂
』

ミ
、

＆

亀
衷・
高
恥．
煢、

翁

唱

獲

 

〜・
等、−
韓
罍

馨・
裏

1
−

Ii

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



The Society of Naval Architects of Japan

NII-Electronic Library Service

The 　Soolety 　of 　Naval 　Arohlteots 　of 　Japan

可 浸 容 積 の 重 心 の 位 置 の 算 定

ト針 五 號 刺

一
腺 皿

［9R の
L

界修 の 具，
　

と−し
俘
泛
屮
魅

を
有
せ

ざ

る

牛

糾

淨
泥
申

心
を

有
す
る

孚

部
に

在

　

6

が
雲ド
な
る

場
奇
に

於
ご

激．

＊ 1
　 L の 中央 に 於 て 龍骨 の

上 面 よ り限界線 迄 の 深 さ

＊　
@
露　@　i昆　　蹇　　 　滿　　 　載　@ 　　　　

　

　水
は5

騰

轄

引す 曜 區 盡 滿蔵
吃

に於

る排．

 
ﾊ

ee　1 端’ I

「　 ea
區 域

『．
E 畔

語 1
灘
率i 鷺蠶 。 1・…1・…18…1 ・1・・

f9 ° ・1 　 77 ° ° 　

　　　　　　　　　＊7 　
　　
　
　　　　　　　

　
　 2 ・ ” go12 「 eel

排 水 量の 差 （w
w ・）噸

　　　　　 ＊7
浸 容穣 I

〔WnWo 》 　

25μ 　　
　

　

立 ． 方 来 矍 黎 贄 趨 製薹纏8［ 　　　

　　　　　　23tro 　雪DiG 　

　　　　
　

　 　　 3 紅

12790 麗・
肇

臟一勳樋

刷＿
1

灘1・…　356 ．3］2°1堕  　 　

　　　 　　　 　　 　　　　　　 　　

［Aの串夷にモ藤

よ
　 I＊

lp

| − 　
　　

　　2響 後1 鰯

一 薫丁雫 磁。

・

［
＊
a

　

　
　

　

　

I
＊

5
鵜
轟
裂

睾
4
＊

1

　
算

す
る

こ

と

を
要

5
り

大
鳳
る

揚

含

に
限

計

＊億に等しき か

はVよ 　づが粘若は弥の概略の当・gcE1噌
1　91

　　　

　
1a　

　　 　

1　1 　 アoi1e30

1300

「
a111 …1tS

謂論．，：縣糟・糊算 ＊1 脛逕匝 塑剛・・71 ・

・・［・‘”・’ ti 　　
　　　　　

　　

　
　　．

＿＿1− 一
一 一1 　「＿

　
　　　　

　

艦 　 　 　 ・ 041 　 　 　 　 03 　 ・ D2 　　 　

|…1　・77　1　1
・
°

　 　 　 　
　　　　 　

　

　 　
　　

　　

？ 83i 　
　　　

　
　　

　
＊場

［ 綿 ・
・

脚4。 ・

8噫・ 1 牟 1 ＊‘

証 　　　 2SF
N ／

尋

コ71＊5 鵬 篇舗 孥d＊粟 ト1・

，411 し壬116 ，7 　　　　

黹g．1

31 　　

E・4 …

1 鯉
‘ 7 −

2

・
nlt

・

 

F12SIIAI

　

11

一

・

．
卜

841

1

1
磊。

q

止
は

8 一欝鐙9三位は
1 − − ー、　　王

す．へし ・小灘藁一＊接岩
一位に庶 め− 1

小数點 下覧 　 　　　丿

一． 1 ．一
一

　　　　　

1， 68 　　 　 　

　　　　1−．一．

．
・6・

E鳴1・2・134714e，217 ユ 63

、，
1

嗣．6．5．、．11

・ … 聯 ・

屠。、4S ・

　1 ・46@5S

・ 4@

　 　　

　　 　 　 ＊

Z・ ・
諾鵜齒・

算 81

9． 　

F　 11ism

數

位天 val
ﾍ す下め四べ、

一
モ第捨し1

　＊11
小位二

i 鰲欝1 ド

四べ 一
捨し12W

逗
（

|W，）c十S

＊ 7

@　　1 　tl　
’ 　 　 tt 　 　　　’げ　　 　
　　　　　　　ア ＊9唱　　　旨　i ・d　i同
111　’ ゴー ［

1 ＿
． 一．．1−＿−

　 1 　　 　　 　

　 　 　 「 　　　
　
　
弾　

　 　　 　　
．

　　

　　　　　 　

　 　 ’ 　 　 　　　
　
　

　
げ，　

ヒ
　

　 　 i　 i 　 E@　　．　一一一1−＿＿

D 後・＊5　　L±ガ　　　　
　s ．L 宇

＊5 糠籬鷺 と 母

奨i ・1

　　　　　1 　　 　

　 　 一 　 1− 「 ．一一　一一 　　1 　　　　・　　
　　　 　　　　　1 　　 　

　　　　　　　　　　しア　　 弖
　

　＊
UY

L　
　　％11 鯤

…繍・
婿

　
　　

　

I　I　I
　 　 　 　 　 　 l 　
．1 − 一 　 　

　　 　　 　

　 　 　　 　　

　
　　I　　　

　
　
@
　I 　　−−L−一一・ 一一

一＿1＿．
一ト

斗 I　 I1 ． ；
　　

　
　
一

一
一
1 −

一 一

．r−　 1 ［ ＿一＿＿＿ 　　
　　　＊9．

＋SF 　　　 I

一 L．！
。 ±？ f 　1圃　．　一一　　　　1　δ

　　 　

　　　　　＊11i　　　

’−

1藤

謡ii ． … ．
|†− 1 − − rI

@
　．丿唖

墨聾
至．「kl −一」

一．．一一1・一　　　
　　　　

＊1 亅
、

　　

部 　　 1 − ． ． 　 一 　 　 　　 一 　 一 r − − 　 I 　 　



The Society of Naval Architects of Japan

NII-Electronic Library Service

The 　Sooiety 　of 　Naval 　Arohiteots 　of 　Japan

瞬郷

嚶鉢
壓 欄

　 ＊1

瘠驪

　
べ

し

2

を
記

＊

讖
默「

叢
聽

　

と

し

俘
貶

中

心
を

有
酬

ざ
る

孚

部
ド

在
り

て

は

財

矚

C

と

す

釈

窪
憲
を

享

皐
部
に

喬
て

は

C

が

零
な

る

鵬
合
に

於
て

は

吻

−

熊
蹂
哨
誌

寂

　L の 中央 に於 て龍骨の 　　　　 米

上面 ・ 嬲 線 迄囃 P ・置u 瀰

可 浸 露 積 の 重 心 の 位 置 の 算 定

廳 電
一
痴藷蠢マ 劍 do＝8．C・87

1・一 一

黷
灘 懸 け

酬
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 r

“
ro ＝19、300

一一
！1

1［
＊ 3

騰 堰 劃
I！一竺 ＿ 俾＿
li　　　 攣 離 區 壊

　 　 　 　 マ
『

　 　 駐 ＝．9SS

瑞 い
・＝2 薦

Il 浸 水 奪

1．．．一一
嬲 腟 區域隔＿ ＿ド

脚 胎 區 域 、

　 　 　 　 ％F　 μ．气罵65、90．
；　 μ

・．t＝：85．OO
　 μ9，・＝69，．GO

吃 水

排 永 量 W
＊ 7 「

・曇・
望i

！
・・… 巨幡呱 ・・1脚 rl・ 1・・繭 繭

　
て

鮭

上

右
の

符

劉

獅

翻

響
縅
嗣

驪
麗

　コ
十「、．一
一
の

浮
虎

ま

羃
幽

驚
嬲

攣 鞘 饗

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 9．，see
黒
一一『．−

1
．一・−1−一 ・1．一 一一一．一

「
．一

排 水 飾 烈 斎：死｝
・ ・

「葡 驚1粛
．L−’．

：
1『 ．1

　　 　　　 ＊ 71 前
可 浸穽積

型o壁 二翌 壘
　 ］．025μ

脇 ．．劃聾
i璽＿ 1

蘿羲唖 ・

1
　＊δ1174亅

懲麺 ゜

II璽 歴1可 剰
一
痂 國

　 　 　 　 　 立方米

悸 力の 1↓’いよ り縱ギメ タ

塑L塑L塑L彎 ．
7王9・
陛 園

崢 下 ぎ探
貶方 る る

中 の 皐 へ
．じ蒋 部 し

を號 に

有 を在
ケ探 v

瓢響鸞L笥

．迎 i399Dr
　　　　305・1

＄18G243

〔「一一・『』．一．一．一・一一1−一一一一一．、＿ ．．一一．．．．．一＿．一

　　　　　　　　
・

剛 492 「・嘩 8・

　 ＊7tb
四 す

位一捨 べ

に 位五 し

止 は入

　 ＊8
−一一小 一

五

位數位入
に 點 は す
IT 四ぺ

め 第摺 し

＊ 9

鍵 塑墨 蠱鑾
・・ δ・轟 レ

1露華
・

　 巳 0152
　　・．一一一1− 一

務 響ウ臓 る計算

卍

　 　 　 　 4wn

＿　 　L 〔W 冖Wo ＞

後

、肇 引一

　 V 瀬
1

・ 察　　
＊”・1 ．・4

　 　 　 　 　 δA

』
i
引

　 　 　

董覊
訂

一
擁 1

−．L ．t

　　　　 −「．H

仭

56

劉 剄
　 1．as

レ・3L1132

．61
　 i＊ 5 舶 の 長 さ の 申 央 よ ＊⊥］I

　 L ，り唖 離 δ・ ＋f・・d ＊1
部L

『 一

堊　ツ

　　4、7113 ．7
．−1．一＿一一
　　．a．ll

dll

　　　
46・9141 ・1

　　　 1
副

型 「

　35．2im
−

22・9 「　　　1

二

1鯤 よ 助 職 5°
τ ％1

崛 　
＊91

響　
灰 百

「
一

・ 1　．・・
［哲 L瞥1

「
31・・　i　・・ZI

　　　　 　　 に位入
　 　 　 　 　 點丘 は す

ヨ阿編 塁糶

　　　　ssl− 一

が に穴 す
s．確 な る

若 し る こ

は き揚 と

　　　　　　　　　　 弖FF か 合 を
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 L

親蟻盞訂論 響

魁

要
す

に

限
り

父
は

之

の

厩

略

’一’L’
j
− ’．．

万陣圃愾

＊

掛 2・1 垣 ・

1票爿」蕃1票

1一墨 L烈

1、72

．09

｝ 一
　　　　 ＊ll

　 　 　 　 　 小位二 五

　 　　
一

數に 位入
　 　　　　 ntthはす

　 　 ．＿ 　下 め 四 べ

　 　 　 　 　
一

第捨 し

ー」

　　　1］
「

　 「

亜［聖 葡

剄
一

・．剄
嚠 … 5

35．9　！ 4e「．3
＿．1

　 、081
− 一一・1

1・78 「・・9・

」
」

；

． 82

、03

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　一一一＿ ［＿一一．＿＿、

諜 濃 葡 淵器
1型 摩

　　　陣 1・・4・・

1　　　＿5S＿o　　@i−l　sl9h　l　iO1

9
一

L 艷 H一ト 農1
螺騁 　　　 　　　

|2f

晦磁欝

稟

＊ 11． 　

1 ＿一
＿
「

＊ ⊥1 ・ ）

　 　
　　：

@1 ．
． ． 口‡ 1

@　　1　 　

1 　
　

「　「 「

「

i ’ ［ − LL

・鱈 魔

　 　＊la

L 　 　 ％

＿、壽。
i

繭同

圃

跏
　

　
　

　

　　 一 1 ー ー」

　 ［ 〔 ﾙ
尾
よ
りの

距
離50

一

ｲSi
・釉一「D1−　−　i@

　　　 　
　
　　　　

　　
　　 　　

　 　 　 　 ’ 　

　 　 29
．4「’

，，”’ 1“．o

　 　　
　　

　
　 　 　 I − 1 − t3
D0 「4L5

O
謀F」 　　　　 　　　 　

＊ H 　 　 　 　 L 製 厂
I1 『 一　

　　　 　　　ア　　　 　 　

　　　　　　＊君1 　 　　　　［ ，・ 一＿＿．＿ ．“　

　　　
… 　　　

　亅 ・9、1

h ．
− 一一・

|一
1＝
．1｣281

剛・

D91
13°’9 当当 、1

　7 　　　　
　

　　　
　
　　 ， 　 ． 　 2 ． 7tlil ⊃±1 ． L ． 一



The Society of Naval Architects of Japan

NII-Electronic Library Service

The 　Soolety 　of 　Naval 　Arohlteots 　of 　Japan

船 の 可 溜 長 を 求 む る
一

方 法、生 島 聾 三 塑

討 論

O 會長 代理 （井 口 常雄 君）　 唯 今 の 御講演 に對 し御質問叉 は 御意見 の あ る方 は 御述 べ を願 ひ ます。

○ 小野暢遷 君 私は最近此 の paper の 方法 を教 へ られて應用 の 機 愈を得 、 術 且此處で御講演 を拜

聽 した事を感謝致 します n 英國の Boar 〔l　 of 　 Tracleの 方法 で は時間が 掛 り又 計算後 に 卩乞水 を變更 す

る時等 に は まだ るつ こ くて 困 るが ．此 の 方法で は 前の 計算が 應　 fHされ ．行 り直 しに 便利で す 。
　 Boarcl

of　Trade の 計算法 に對して 夫程手數を要せ ざる簡便法皀卩ち Foster　I（h且9，
　Dr．　Wd 〕5ter

，
　Dr．　Abell，

W ・J・Lovett 共他の 近似法が あ るが 生島君の 新 しV ・根本的 な本方法 とは殆 ど計算 に要 す る時聞は變

らない の で 此 の paper に 贋値の ある もの な る事 を認 め て 感謝致 します 。

O 山本幸男暑 國際海上 安杢會議で も此 の 方面 を捲當せ られ ．爾來五 年聞 も行 つ て 居 られ長 い 開 ノ）

御經驗で 此 の 衢易法 を組立 て られた 事 を感謝致 します 。 管船局 で 此 の 口本特 有 の 良方法 を御 深用 に な

る とすれば誠に結構 の 11i：と思ぴ ます 。

一言 巾上 げ度 い の は第 170 頁 14行 目の H 本 と して は 國際航海に

從事ずる族客船は 多數で もない 云 々 と述 べ られた 事で すが ．私は 國際航海 に 從事 しな い 放客船 に も船

主竝 に造縉所が此 の 方法に依っ て 安垂 を保障 し、更 に 一般貨物船 に も運航経濟の 許す限 以 或 る程度の

al1。wable 　flooclablc　length　 を求 め て 出來る丈 安全 を保障 され ん 事を希望致 します。 獨逸 に は貨物船

の 7k密區畫規程が あ り又 （te1．11L．all　Lloyclの 船名録 に は bulkhead の arrangemellt が 記 さ1七て 居ま

す。
eargo 　1〕o ・lt に 就 て も明記 して 居 ます。 之は獨 り海上 安全 の 見地 か らの み ならす ．國防上 に も必

要 な事で ．特 に政 府が 助成す る船に 就て は貨捌 告に も政府 に於 て 此 の 點 に付 き相 富の 考 慮を狒は る s

様希望する次第で あ ります。

O 渡邊惠弘君
一寸御伺ひ 致 しまず。 第 1 瞳1で 階 ム と Tt；LL とが eLirLtl

−
e ・f　fl・ata むio・・ が 刻 よ

る事は side が vertica1 で ない と Abell其他の 人が や つ て 居 る楼 に Leetertの correction が必要に

な りませ う。

O 生 島莊三i罍 糀確 ：こは さ うで すが此 1）方法は aPproxilllate で すか ら neglect したの で あ ります

が 、實用上 には此 の 程度 で 差支へ なか ら うか と思 ひ ま す。 （追記參照 ）

○ 會長代理 （井 囗常雄 君）　他 に御發言 の 方 が な い 樣 で すか ら一骨 御薩を中上 げ ます 。 生 島君 は船

の 安全 と云 ふ重大な亭に對 して 行 らねばな らぬ 計算に對 し經驗 と資料等 に よ り．新 しくて峙間 の 掛 ら

ぬ方法 を得 られ ．且之 に對 し正確な りとの 證明 も附加へ られた 事は ， 造船家 に大い に利盆 す る もの と

存 じまず 。 御講演に 對 し．諸君 と共に拍手 tr以 て感謝の 意 を表 し度 い と思 ひ ます 。 （
一

同拍手 ）

　　　　　　　　　　　　　　　　追　　　　　 記

O 生島莊三 君 本論文 に 蓮 べ た方法は素 よ 1）近似計算法で あ るか ら、理 論的 に全 く精確で ない こ と

は 勿論で あ りまち 而 して 近似法 を採用 した主 なる點 に付て は 既に本丈に 述べ て置 きま したが ．其他

N 工工
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哩 ．　　　　　
’

　 ＿ 講　　　　　　　
演

の 點で も近似法 を用 ひ た點が ない で は あ りませ ぬ 。 傾斜吃水Wt　1・V，Ltと計畫吃水線 に平行なる吃水線

1・VL との 交點 F を吃水線 1・VL に於ける浄泛中心な りと認めた こ とも共
一
例で あ りまして ．傾斜角

θ は實際の 場合餘 り大 き くな V ・か ら．此 の 種 の 近似計算法 と して は差支 な い もの と認め て 、特に論及

しなか つ た次第で あ ります。 添加重量 と傾斜角度 との關係 を示 す算式中 G
’

M を吃水線 縦L に於け

る縱の メ タセ ン ターの 高さ とした事に付て も同樣で あ ります 。

　然 し，浮泛中心 の 問題に就て は御質問の 次第 もあ りますの で
一
應近似法採用の 影響を考察して 見る

事に致します。

　Leclert，

s　TheOrem に依れば 傾斜角度 θが比較的小な る場合 に於 て は淨泛 中心の 魁1跡は圓弧線を成

す もの で あつ て ．其牛徑 r は下 の 算式 を以 て表は されます。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 al
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ア ＝ −
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 dV

式中 矼 は計盡吃水繍
．
こ雫行な る吃水線 1町 に於 ける排水容積 cur の 壇

’
減に 對する縦慣性能率 の

塘減で あ ります 。 依つ て吃水線 1−L”L と IVtLtとの 交黥 ま吃水線 擢五 に於ける浮泛中心 より傾斜 の

方向断 × t・n喜だ膨 動 する馴 ・ な ります． 從つ て 糒 文 髄 べ 酪 獄 ヰヴ の 代 りに 下の 獄
　 　 　 　 　 　 　 凵

に て 示 す f’

を採用すれば此 の 肇1
「iに關す る修正 が 出來 るの で あ ）ます。

　　　　　　　　　　　　　　　　　∫
・

rf 靴 × t・ng ）

　本論3ヒに 例示 した汽船 A 丸 に 就 て 大 略此 の 計算 を行 つ て 見ま す と r の 値は約 工00 メ ー ト ル （艢 の

長 さ ω の 約 2・％ ）と な り，似 ・、11喜）i：・r．の 約 ・，7％ 燵 す嬲 合力賜 ますが 河 厳 へ の

影響は L の約 V・5％ に 止 まる様二思はれます。 而も此 の 結果は可浸長が 大きくなる の で ありますか

ら．修正 な しの近似法探厂「1の誤差は 安全の 剛に 在るの で あ ります 。
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